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海
外
に
お

け
る
日
本
食

と
発
酵
食
の

ブ
ー
ム
を
受

け
て
、
み
そ

の
輸
出
量
が

年
々
増
加
し

て
い
る
。
財
務
省
貿
易
統

計
に
よ
る
と
、
昨
年
は
前

年
比
９
％
増
の
１
万
６
千

１７
ｔ
と
最
高
記
録
を
記
録

し
た
。
こ
れ
は
全
出
荷
量

の
３
・
９
％
に
当
た
る
。

金
額
ベ
ー
ス
で
は
３３
億
３

千
３
百
万
円
と
な
っ
た
▼

拡
大
す
る
海
外
市
場
に
対

し
て
、
メ
ー
カ
ー
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

あ
る
大
手
メ
ー
カ
ー
は
単

に
国
内
販
売
商
品
を
輸
出

す
る
だ
け
で
な
く
、
現
地

の
嗜
好
に
合
わ
せ
た
海
外

専
用
商
品
を
開
発
し
、
ア

ジ
ア
や
欧
米
諸
国
で
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る

▼
ま
た
、
あ
る
メ
ー
カ
ー

は
ハ
ラ
ー
ル
認
証
を
取
得

し
、
無
添
加
み
そ
や
即
席

み
そ
汁
な
ど
外
食
、
中
食

で
活
用
で
き
る
業
務
用
商

品
を
展
開
し
て
い
る
。
こ

の
メ
ー
カ
ー
は
ユ
ダ
ヤ
教

の
戒
律
に
従
っ
た
安
全
な

食
品
に
与
え
ら
れ
る
コ
ー

シ
ャ
認
証
も
取
得
し
て
い

る
▼
業
界
団
体
で
あ
る
全

国
味
噌
工
業
協
同
組
合
連

合
会
は
今
年
度
、
農
水
省

の
補
助
を
受
け
て
、
輸
出

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
英
語
の
Ｐ
Ｒ
用
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
動
画
を
作
成

し
、
特
に
欧
米
の
バ
イ
ヤ

ー
に
対
し
て
み
そ
の
価
値

・
多
様
性
・
安
全
性
を
伝

え
て
い
く
。
今
後
の
さ
ら

な
る
輸
出
拡
大
に
向
け
て

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。

桜
素
材
の
ト
ッ
プ
メ
ー
カ

ー
の
山
眞
産
業
花
び
ら
舎

（
や
）
は
社
名
変
更
と
同
時

に
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し

た
。
今
後
は
強
み
で
あ
る
桜

素
材
を
は
じ
め
と
し
た
四
季

折
々
の
「
花
や
葉
�
ハ
ー

ブ
」
と
、
特
色
あ
る
地
産
農

産
物
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
素

材
の
開
発
で
新
た
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
創
造
。
も
う
一
つ
の

事
業
の
和
菓
子
副
材
料
の
卸

売
業
で
は
企
画
提
案
に
注
力

し
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
企
業
と
し
て
存
在

感
を
高
め
て
い
く
方
針
だ
。

同
社
の
設
立
は
１
９
５
６

年
、
寒
天
の
卸
売
業
か
ら
始

ま
っ
た
。
そ
の
後
、
取
扱
製

品
を
桜
葉
漬
な
ど
和
菓
子
副

材
料
全
般
ま
で
拡
大
。
さ
ら

に
、
家
庭
用
和
菓
子
材
料
の

加
工
と
、
こ
だ
わ
り
の
業
務

用
和
菓
子
副
材
料
の
加
工
に

も
乗
り
出
し
、
卸
売
と
メ
ー

カ
ー
の
兼
業
で
業
容
拡
大
し

て
き
た
。

現
在
は
桜
素
材
の
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
と
し
て
桜
花
と
桜

葉
を
使
っ
た「
Ｗ
サ
ク
ラ
」
シ

リ
ー
ズ
の
シ
ロ
ッ
プ
や
ペ
ー

ス
ト
、
ソ
ー
ス
な
ど
オ
リ
ジ

ナ
ル
桜
素
材
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
。
桜
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
和

洋
菓
子
店
の
ス
イ
ー
ツ
、
カ

フ
ェ
チ
ェ
ー
ン
の
ド
リ
ン
ク
、

加
工
食
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

商
品
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
か
ら
は

地
元
の
桜
祭

り
と
連
携
し

た「
桜
の
食
」

イ
ベ
ン
ト
も

開
催
し
、
地

方
・
地
域
活

性
化
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

今
回
策
定
し
た
中
期
ビ
ジ

ョ
ン
で
は
�
桜
商
品
市
場
の

拡
大
と
世
界
発
信
�
四
季

折
々
の
ス
イ
ー
ツ
素
材
の
開

発
提
案
に
よ
る
市
場
創
造
�

企
画
提
案
で
多
様
な
連
携
�

食
と
農
の
架
け
橋
	
桜
の
食

で
地
方
活
性
化
�
�
を
掲
げ

る
。同

社
の
桜
素
材
の
売
上
げ

は
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
充
実
と

と
も
に
年
々
拡
大
。
「
今
後

は
外
食
、
海
外
、
家
庭
用
の

販
売
を
伸
ば
し
た
い
」
と
外

食
チ
ェ
ー
ン
や
海
外
向
け
の

販
売
に
注
力
。
家
庭
用
は

「
桜
の
ハ
ニ
ー
シ
ロ
ッ
プ
」

「
桜
の
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー

ル
」
「
桜
茶
」
な
ど
の
自
社

製
品
を
本
格
販
売
す
る
。
特

に
自
社
製
品
は
観
光
地
の
土

産
店
で
訪
日
外
国
人
に
人
気

で
、
今
後
は
観
光
地
や
空
港

の
土
産
店
、
ネ
ッ
ト
販
売
な

ど
販
路
を
広
げ
、
通
年
販
売

を
目
指
し
て
い
く
。

ま
た
、
桜
に
続
く
四
季

折
々
の
ス
イ
ー
ツ
素
材
の
開

発
強
化
に
よ
り
新
た
な
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
創
造
に
も
乗
り
出

す
。
現
在
は
桜
に
次
ぐ
素
材

と
し
て
バ
ラ
や
紅
葉
、
ハ
イ

ビ
ス
カ
ス
、
ブ
ル
ー
ハ
ー
ブ

な
ど
の
花
や
葉
、
柿
や
マ
イ

ヤ
ー
レ
モ
ン
、
い
ち
じ
く
、

か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
地
産
農
産

物
ま
で
ア
イ

テ

ム

を

拡

大
。
桜
素
材

と
同
様
に
ソ

ー
ス
や
シ
ロ

ッ
プ
、
ペ
ー

ス
ト
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
形
態
に
加
工
し
て

い
る
。

「
桜
は
海
外
で
は
日
本
の

ハ
ー
ブ
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
。
今
後
は
桜
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
素
材
を
�
花
や

葉
�
ハ
ー
ブ
�
と
し
て
発
信

し
た
い
」
考
え
。
同
時
に
、

愛
知
県
蒲
郡
産
温
州
み
か

ん
、
愛
知
県
産
い
ち
じ
く
、

長
野
県
産
か
ぼ
ち
ゃ
、
岐
阜

県
産
富
有
柿
な
ど
産
地
を
限

定
し
た
完
熟
の
農
産
物
を
活

用
す
る
こ
と
で
新
た
な
価
値

を
提
供
し
て
い
く
。

最
近
は
生
産
者
自
ら
が
六

次
産
業
化
に
取
り
組
む
事
例

が
増
加
し
て
い
る
が
、
販
路

が
な
く
苦
戦
す
る
生
産
者
は

少
な
く
な
い
。
こ
の
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
販
路
を
持
つ
同

社
が
農
業
生
産
者
と
ユ
ー
ザ

ー
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な

り
、
「
農
産
物
と
農
地
の
有

効
活
用
を
通
し
て
日
本
農
業

の
再
生
に
貢
献
し
た
い
」
と

意
気
込
む
。
こ
れ
ま
で
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
幅
広
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、

桜
を
中
心
と
し
た
各
種
素
材

を
使
用
し
た
食
を
国
内
外
に

発
信
し
て
い
く
。

トップに聞く

不確実時代の不確実時代の不確実時代の
舵取り舵取り舵取り

フジの地元・松山市の店舗「エフ・マルシェ」

豆
腐
、
納
豆
、
み
そ
な
ど
１１
の

大
豆
関
連
団
体
は
１２
日
、
消
費
者

庁
長
官
に
対
し
、
遺
伝
子
組
換
え

大
豆
の
表
示
に
係
る
要
望
書
を
提

出
し
た
。
今
年
３
月
２８
日
に
行
わ

れ
た
遺
伝
子
組
換
え
表
示
制
度
に

関
す
る
検
討
会
の
報
告
に
対
す
る

要
望
書
で
、
特
に
、
報
告
書
の
表

示
内
容
の
中
で
、
「
遺
伝
子
組
換

え
で
な
い
」
表
示
が
認
め
ら
れ
る

条
件
を
現
行
の
５
％
以
下
か
ら
不

検
出
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
対

し
、
異
議
を
唱
え
て
い
る
。

今
後
、
「
遺
伝
子
組
換
え
で
な

い
」
と
い
う
任
意
表
示
が
不
検
出

以
外
認
め
ら
れ
な
く
な
れ
ば
、
さ

ま
ざ
ま
な
表
示
を
す
る
事
業
者
が

現
れ
、
消
費
者
、
流
通
事
業
者
の

よ
り
一
層
の
混
乱
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
分
別
流
通
管
理

さ
れ
た
大
豆
を
使
用
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
何
も
表
示
せ
ず
、
「
遺

伝
子
組
換
え
で
な
い
」
以
外
の
任

意
表
示
も
撤
廃
す
る
方
向
で
検
討

す
る
こ
と
を
要
望
し
た
。

こ
の
要
望
書
は
全
国
納
豆
協
同

組
合
連
合
会
、
全
国
味
噌
工
業
協

同
組
合
連
合
会
、
日
本

醤
油
協
会
、
日
本
豆
乳

協
会
、
全
国
凍
豆
腐
工

業
協
同
組
合
連
合
会
、
油
糧
輸
出

入
協
議
会
、
全
国
穀
物
商
協
同
組

合
連
合
会
、
関
東
大
豆
卸
商
組
合

連
合
会
、
豆
腐
公
正
競
争
規
約
設

定
委
員
会
、
全
国
豆
腐
連
合
会
、

日
本
豆
腐
協
会
な
ど
主
要
大
豆
関

連
団
体
の
連
名
で
提
出
し
た
。

大
豆
を
取
り
扱
う
メ
ー
カ
ー
、

商
社
、
穀
物
問
屋
等
の
事
業
者

は
、
こ
れ
ま
で
約
２０
年
間
、
海
外

の
大
豆
生
産
農
家
な
ど
と
も
協
力

し
、
分
別
生
産
流
通
制
度
の
構
築

に
取
り
組
み
、
意
図
せ
ざ
る
混
入

率
の
低
減
へ
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。

































































































 



























当
初
、
Ｓ
Ｍ
３
社
の
統
合

が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で

は
３
社
合
計
で
５
千
億
円
強

の
売
上
高
を
２
０
２
５
年
に

７
千
億
円
ま
で
高
め
る
と
い

う
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
取
引
先
か
ら
は
「
あ

と
の
２
千
億
円
は
複
数
の
Ｍ

＆
Ａ
に
よ
っ
て
上
乗
せ
す
る

の
で
は
」（
卸
幹
部
）と
い
う

推
測
も
聞
か
れ

た
。Ｍ

Ｖ
西
日
本
は

９
月
に
広
島
電
鉄

の
小
売
部
門
、
広

電
ス
ト
ア
か
ら
Ｓ

Ｍ
５
店
（
売
上
高

７０
億
円
規
模
）
を

譲
受
し
た
が
、
２

千
億
円
を
上
乗
せ

す
る
に
は
も
っ
と

大
き
な
５
０
０
億

円
程
度
の
Ｍ
＆
Ａ

が
い
く
つ
か
必
要

に
な
る
と
い
う
見
方
だ
。
し

か
し
、
フ
ジ
が
加
わ
る
こ
と

で
一
気
に
「
２
０
２
１
年
に

１
兆
円
」
と
い
う
強
力
な
目

標
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

フ
ジ
と
イ
オ
ン
の
提
携
に

は
「
予
想
外
」
と
い
う
反
応

が
大
勢
を
占
め
る
が
、
一
方

で
同
じ
中
四
国
に
展
開
す
る

イ
ズ
ミ
が
今
年
４
月
、
セ
ブ

ン
＆
ア
イ
Ｈ
Ｄ
と
業
務
提
携

し
て
お
り
、
「
フ
ジ
に
と
っ

て
は
、
イ
オ
ン
と
組
む
し
か

選
択
肢
が
な
か
っ
た
の
で

は
」
（
Ｎ
Ｂ
メ
ー
カ
ー
）
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
く
る
。

フ
ジ
の
尾
崎
英
雄
会
長
も
提

携
の
会
見
で
「
（
人
口
減
の

中
）
自
分
た
ち
だ
け
で
地
域

の
生
活
を
支
え
る
の
は
難
し

い
と
考
え
た
」
と
説
明
し
て

い
る
。

フ
ジ
の
地
盤
で
あ
る
四
国

は
、山
陰
と
と
も
に
、人
口
減

少
と
高
齢
化
の
先
進
地
域
と

久
し
く
言
わ
れ
て
き
た
。
最

近
は
ス
ー
パ
ー
が
客
数
減
少

の
理
由
と
し
て
、
Ｄ
ｇ
Ｓ
な

ど
の
出
店
に
よ
る
競
争
を
挙

げ
る
こ
と
も
多
い
が
、
当
エ

リ
ア
で
は
む
し
ろ
「
足
下
商

圏
の
人
口
が
確
実
に
減
っ
て

い
る
」（
卸
幹
部
）と
い
う
指

摘
の
方
が
現
実
的
で
あ
る
。

四
国
に
拠
点
を
置
く
Ｎ
Ｂ

メ
ー
カ
ー
の
支
店
長
は
「
四

国
で
は
地
場
企
業
と
の
取
引

も
ま
だ
多
い
。
だ
が
、
フ
ジ

と
イ
オ
ン
が
バ
イ
イ
ン
グ
パ

ワ
ー
を
発
揮
す
れ
ば
、
そ
れ

以
外
の
Ｓ
Ｍ
と
の
価
格
競
争

力
の
差
が
一
層
広
が
る
だ
ろ

う
」
と
、
さ
ら
な
る
淘
汰
が

進
む
可
能
性
を
挙
げ
る
。

ま
た
、
山
陽
マ
ル
ナ
カ
の

Ｐ
Ｂ
商
品
を
製
造
す
る
岡
山

の
メ
ー
カ
ー
は
「
今
後
、
規

模
が
大
き
く
な
り
Ｐ
Ｂ
の
方

針
が
変
わ
る
と
、
取
引
を
継

続
で
き
る
か
不
安
。
価
格
優

先
の
戦
略
を
取
ら
れ
る
と
地

方
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
苦

し
く
な
る
」
と
懸
念
す
る
。

た
だ
、
フ
ジ
と
イ
オ
ン
の

提
携
で
は
、
中
四
国
オ
リ
ジ

ナ
ル
Ｐ
Ｂ
の
開
発
が
協
業
の

一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
圧
倒
的
な
地
域
貢
献
が
で

き
る
体
制
を
作
る
」
（
イ
オ

ン
・
岡
田
元
也
社
長
）
と
い

う
考
え
は
当
然
、
価
格
競
争

力
を
強
め
る
だ
け
で
は
実
現

で
き
な
い
。
縮
小
す
る
市
場

に
お
い
て
、
提
携
の
強
み
を

ど
う
発
揮
し
�
地
域
貢
献
�

を
実
行
す
る
の
か
注
目
さ
れ

る
。

ネ
ス
レ
日
本
と
ア
ク
ア
ク

ラ
ラ
社
は
、
ネ
ス
レ
日
本
の

コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
と
ア
ク
ア

ク
ラ
ラ
社
の
最
新
ウ
ォ
ー
タ

ー
サ
ー
バ
ー
を
結
合
さ
せ
た

一
体
型
マ
シ
ン
�
写
真
中
央

�
の
普
及
に
乗
り
出
す
。

１７
日
か
ら
予
約
受
け
付
け

を
開
始
し
１１
月
１
日
に
サ
ー

ビ
ス
を
開
始
す
る
。
両
社
で

家
庭
内
・
家
庭
外
の
既
存
顧

客
・
新
規
顧
客
に
向
け
て
営

業
し
来
年
に
５
万
か
所
の
設

置
を
目
指
し
て
い
く
。

世
帯
人
数
の
減
少
や
有
職

主
婦
の
増
加
を
受
け
、
ネ
ス

レ
日
本
で
は
近
年
、
「
ネ
ス

カ
フ
ェ

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」

な
ど
家
庭
外
の
需
要
深
耕
に

注
力
し
て
き
た
が
、
一
体
型

マ
シ
ン
で
は
家
庭
内
外
双
方

の
需
要
を
狙
う
。
そ
の
背
景

の
１
つ
に
「
ア
ク
ア
ク
ラ

ラ
」
を
利
用
す
る
約
５０
万
軒

の
う
ち
８
割
が
家
庭
内
で
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

１７
日
都
内
で
発
表
し
た
ネ

ス
レ
日
本
の
高
岡
浩
三
社
長

兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
�
写
真
左
�
は

「
家
庭
内
外
の
ど
ち
ら
に
も

大
き
な
オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ
が

あ
る
。
ネ
ス
レ
の
マ
シ
ン
は

多
く
の
方
に
使
わ
れ
て
い
る

が
、
総
世
帯
数
で
み
る
と
ま

だ
ま
だ
開
拓
の
余
地
が
あ

る
。
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
さ
ま
の

チ
ャ
ネ
ル
や
お
客
さ
ま
を
通

じ
て
家
庭
の
中
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
い
く
。
家
庭
外
に
つ

い
て
は
無
限
大
に
オ
ポ
チ
ュ

ニ
テ
ィ

が

あ

る
」
と

語

っ

た
。同

席
し
た
ア

ク
ア
ク
ラ
ラ
社

の
赤
津
裕
次
郎

社
長
�
写
真
右

�
も
、
家
庭
内

外
の
両
方
に
注

力
す
る
考
え
を

示
し
た
上
で
オ

フ
ィ
ス
市
場
に

つ
い
て
「
も
と
も
と
オ
フ
ィ

ス
に
強
い
宅
配
水
の
競
合
社

が
多
く
、
わ
れ
わ
れ
が
苦
手

な
領
域
で
あ
っ
た
。
今
回
一

緒
に
や
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
新
し
い
領
域
で
あ
る
オ

フ
ィ
ス
で
は
ぜ
ひ
成
果
を
出

し
た
い
」
と
意
欲
を
の
ぞ
か

せ
た
。

一
体
型
マ
シ
ン
の
展
開
を

機
に
さ
ら
な
る
参
画
企
業
も

予
想
さ
れ
る
。
電
気
・
ガ
ス

の
自
由
化
の
流
れ
の
中
で
、

鳥
取
ガ
ス
は
ア
ク
ア
ク
ラ
ラ

事
業
に
加
盟
し
て
い
る
。
赤

津
社
長
は
「
グ
ル
ー
プ
と
し

て
レ
モ
ン
ガ
ス
を
展
開
し
、

都
市
ガ
ス
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
、
電
気
を
取
り
扱
い
し

て
、
１
つ
だ
け
分
か
っ
た
こ

と
は
、
１
つ
の
契
約
よ
り
も

２
つ
の
契
約
の
ほ
う
が
、
解

約
率
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
。
今
後
提
案
さ
せ
て
い

た
だ
く
可
能
性
は
あ
る
が
、

現
時
点
で
は
提
案
し
て
い
な

い
」
と
説
明
し
た
。

一
体
型
マ
シ
ン
の
名
称
は

「
Ａ
Ｑ
Ｕ
Ａ

Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
」
。

コ
ー
ヒ
ー
マ
シ
ン
は
「
ネ
ス

カ
フ
ェ

ゴ
ー
ル
ド
ブ
レ
ン

ド

バ
リ
ス
タ
５０
【
Ｆ
ｉ
ｔ

ｙ
】
」
か
「
ネ
ス
カ
フ
ェ

ド
ル
チ
ェ

グ
ス
ト
ジ
ェ
ニ

オ
２
プ
レ
ミ
ア
ム
」
の
２
種

類
か
ら
選
べ
、
月
額
で
貸
与

さ
れ
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ト

ル
の
容
量
は
１２
Ｌ
あ
る
た

め
、
一
回
の
取
り
換
え
で
大

量
の
冷
水
と
温
水
に
加
え
、

コ
ー
ヒ
ー
、
テ
ィ
ー
、
抹
茶

な
ど
が
楽
し
め
る
。

高
岡
社
長
は
「
お
湯
が
出

る
こ
と
で
飲
み
物
以
外
に
も

使
え
る
と
い
う
便
利
さ
を
理

解
し
て
も
ら
え
れ
ば
家
庭
や

オ
フ
ィ
ス
に
置
い
て
お
く
価

値
が
凄
く
出
て
く
る
と
思

う
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

イオンを軸としたＳＭの再編が中四

国地方で進行する。先週、ＭＶ西日本

（マックスバリュ西日本）、マルナ

カ、山陽マルナカの３社が来年３月の

経営統合を発表。その２日後にはイオ

ンとフジが資本業務提携で合意し、取

引先の卸やメーカーからは相次ぐニュ

ースに驚きと不安の声が上がった。

桜
と
四
季
の
素
材
で
市
場
創
造

生
産
者
と
ユ
ー
ザ
ー
の
架
け
橋
へ

山眞産業
花びら舎

社 長

平出 眞氏

Ｎ
ｏ
ｎ
―

Ｇ
表
示
で
要
望

コ
ー
ヒ
ー
×
宅
配
水
の
一
体
型
マ
シ
ン

家
庭
内
外
に
１９
年
５
万
か
所
設
置

取
引
先
の
不
安
と
懸
念

イイオオンン軸軸にに再 編

「
だ
し
へ
の
関
心
高
ま
る
」

（
風
味
調
味
料
特
集

４
～
５
面
）

「
西
日
本
豪
雨
、
物
流
に
多
大
な
影
響
」

（
中
国
地
区
卸
特
集
パ
ー
ト
２

６
～
７
面
）

き
ょ
う
の
主
な
内
容

�不検出�引き下げに異議

大
豆
関
連
団
体

ネ
ス
レ
日
本

ア
ク
ア
ク
ラ
ラ
社

フフ
ジジ
とと
提提
携携
、、ＳＳ
ＭＭ
３３
社社
はは
統統
合合
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